












研究の要約

母子保健法が改正された場合、これまで 3歳児健診を行なっていなかった市町村の少なく

ない地域が物理的な理由から健診の見直しをすると考えられる。これまで発達障害児の早

期発見や障害の軽症化は健診、とくに集団健診とそれに続く事業の向上によって成功をみ

てきた。この事を確認するために、精神遅滞や自閉症を中心とする発達障害児と現行の各

集団健診との関係、障害児をもつ母親へ健診への振り返り評価、今日の母親の健診への期

待内容を調査した。集団健診から専門医療機関へ紹介されてくる障害児は全体の 68%であ

り、いずれの集団健診からもみられた。健診の再審査や専門機関への受診の勧めは親たち

にとまどいを作っているが、振り返っての評価ではほぼ肯定的であった。保健婦の接遇教

育によりこの評価はさらに高くなると考えられた。乳児健診への母親の期待には他の子ど

もたちを見たい、他の母親とのふれあいへの期待が高く、集団健診の育児環境向上への意

味の大きさが改めて肯定された。


